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ラオスの不発弾（UXO）汚染の深刻な現状

25%
UXO汚染村落の割合

全村落の約25%が不発弾に汚染。

22,000
戦後のUXO被害者数

約半数が死亡。2012年以降

は年間約40人が被害。

2.5%
除去されたUXOの割合

・ベトナム戦争中に、約2億7,000万個の爆弾が投下。

爆撃量：国民1人当たりに1トンの爆弾（200万トン）、爆撃量は世界一、9年間8分に1回の爆撃。

・約8,000万個（30%）が不発弾として残存と推定。

約8,000万個のうち、除去済みは

200万個（2.5%）。

Source: David Longstreath/AP Photo
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2024年2月20日、ラオスのサワンナケート県での大型爆弾の破壊作業の様子。

Source: https://uxolao.gov.la/2024/02/26/destroying-bombs-is-not-that-easy/

Source: U.S. Air Force
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ラオス独自の「SDGs 18」

ラオスでは「不発弾のない暮らし」を独自に18
番目のSDGsのゴールとして設定。

このゴール実現に向けた取り組みが日本を含め
たドナー、NGO等により実施中。
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UXO Laoへの各国支援状況

米国：
UXO Laoへの最大の支援国。
国務省を通じた支援で2028年
11月までの予算を確保。

日本：
第2位の支援国として、
不発弾除去機などの機材
整備および活動費を支援。

ニュージーランド：
UNDPを通じた支援を実施。
多国間協力の枠組みで貢献。

ルクセンブルク：
小規模ながら支援を提供。
欧州からの支援の一翼を担う。
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日本政府は、UXO被害者・障害者支援団体（NGO）である「COPE」への協力に加え、JICAとともに、
ラオス政府機関である「UXO Lao」に対し、機材供与や技術協力を通じた運営能力強化支援を実施。

UXO分野のラオス側対策機関・組織

• COPE：UXOなどの被害により支援技術
（義肢・装具）やリハビリを必要とする
障害者への支援を行うラオスのNGO。

• UXO Lao：ラオス政府の不発弾除去機
関。9県（全18県中）で不発弾の探査・
除去、リスク教育などの活動を実施。

• その他、関連する政府機関やNGOなど
が除去や被害者支援などの活動を実施。



JICA協力の変遷（2011年〜現在）

2011年：協力開始

2015-2018年：技術協力プロジェクト
能力強化、南部3県（右地図赤丸）における管理システム開発、

不発弾汚染地域の優先順位付けシステム開発。

2019-2023年：技術協力プロジェクト
開発したシステムを9県（右地図青四角）に普及。計画策定・

モニタリング能力強化、業務管理能力・組織強化。 赤丸：2015〜18年技プロにおける対象3県
青四角：UXO Lao活動対象の9県

2025-2028年：技術協力プロジェクト

UXO Lao初の長期戦略計画（2027〜2036）策定、

組織運営能力強化（現場運営、資金調達、広報能力など）。

カンボジア地雷対策組織との南南協力を開始。

カンボジアの経験と技術をラオスに共有し、ラオスの活動改善へ。

2010年ラオスでクラスター爆弾禁止条約第1回締約国会議開催

⇨「アメリカが支援すべき」から「国際協力が必要」へ

JICAの特徴：
人づくりと組織づくり重視
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UXO Laoの除去チームが探知機で不発弾を捜索している様子（コーヒー農園にて）。
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灌木除去機と除去チーム（草木・低木を取り除き、作業区域を確保）。

日本製の灌木除去機
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日本製の機械式除去機



現場で発見されたクラスター子弾 爆破処理後（砂袋が吹き飛ばされている様子） 周辺に飛び散った破片 9/12



小学校で実施されたリスク教育の様子。
（子どもたちが楽しみながら学べるよう、ゲームや人形劇を用いて不発弾の危険性を伝えている。）
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本ビジターセンターに関連する我が国の協力

11/12「障害者体育館建設計画」（2007年完工、総額126,524米ドル）
障害者が利用しやすいバリアフリー型体育館整備を支援。

「義肢義足製作用機材導入計画」（2008年引渡、総額49,293米ドル）
義肢義足製作に必要なオーブン（小炉）等機材整備を支援。

「アジアの障害者活動を支援する会（ADDP）」
• 障害者スポーツ振興プロジェクト（2009〜12年）
• 障害者スポーツ普及促進プロジェクト（2016〜21年）
• 知的・発達障害を持つ子供の社会自立を目指したインク

ルーシブ教育・就労支援の実践（2022〜27年）

外務省草の根・人間の安全保障無償資金協力

同体育館を活用する形で、
パラスポーツ普及を支援

JICA草の根技術協力事業

「難民を助ける会（AAR）」
• 障害者のための⾞いす普及支援（2004〜7年）
• ラオスにおける⾞いすサービスの質の向上および現地への事業運営移管

（2008〜11年）
• ラオスにおける障害者の小規模起業支援事業（2014〜16年）



ラオスは世界で最も不発弾の影響を受けた
国の一つです。
戦争が終わっても課題は続いています。

しかし、人々は平和な未来に向けて歩んで
います。

JICAのUXO除去や被害者支援では、人づく
りを通じて、ラオス人と日本人が協力し合
い、信頼が生まれています。

こうした交流の積み重ねこそが、真の平和
を築く力となっていくと考えております。

「平和への願いとして」
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